
算 数 科 学 習 指 導 案

Ⅰ 単 元 小数のわり算

Ⅱ 考 察

１ 教材観

(1) 育成を目指す資質・能力の三つの柱

③学びに向かう力・人間性等

小数の除法のよさに気付き，小数の除法の計算の仕方を活用して，

よりよく問題解決しようとする態度

①知識・技能 ②思考力・判断力・表現力等

小数の除法についての理解 身の回りの生活や学習の中から小数の除法の問題を見出し，

小数の除法の意味や計算の仕方を，筋道を立てて考える力

(2) 学習内容：学習指導要領上の位置付け

Ａ数と計算（３）小数の乗法，除法

小数の乗法及び除法の意味についての理解を深め，それらを用いることができるようにする。

ア 乗数や除数が整数である場合の計算の考え方を基にして，乗数や除数が小数である場合の

乗法及び除法の意味について理解すること。

イ 小数の乗法及び除法の計算の仕方を考え，それらの計算ができること。また，余りの大き

さについて理解すること。

ウ 小数の乗法及び除法についても，整数の場合と同じ関係や法則が成り立つことを理解する

こと。

(3) 本単元の学習と算数的活動の価値

本単元は，除数が小数である場合の除法の計算の仕方を考える学習である。その価値は以下のとお

りである。

今まで学習してきた除数が整数の場合の除法は，１本1.5Ｌ入りのジュースや2.3ｍのリボンな

どを等分する場面で用いられているため，子どもたちにとって身近に感じられるものである。し

かし，除数が小数の場合の除法は，求倍や基準量を求める場面で用いられているため，子どもた

ちにとって身近に感じられないものである。このことから，買い物の場面において，除数が小数

の場合の除法の計算の仕方を考えることは，異種の二つの量の割合として捉えられる数量につい

て，その比べ方や表し方を考える素地となったり，除数が小数の場合の商を見積もる感覚を豊か

にしたりすることにつながる。

本単元で行う主な算数的活動の価値は，以下のとおりである。



単元を通して，容量や値段の異なる２つの麦茶やポテトチップスなどの中から，お得な物を選

ぶ活動を行う。お得な物とは，容量を基準量にそろえたときに一番値段が安い物や，容量の増加

率が高い物のことである。お得な麦茶やポテトチップスなどを選ぶ買い物の場面は，子どもたち

の身の回りにある場面であるため，除法の意味を具体的な場面と当てはめながら，必要感をもっ

て除数が小数の場合の計算の仕方を考えようとすることにつながる。

「つかむ」過程では，２Ｌ１本で148円，600mL４本で168円の麦茶からお得な麦茶を選ぶ活動

を行う。この活動を行うことは，600mL４本（2.4Ｌ）で168円の麦茶を１Ｌあたりの値段にそろ

えようとするときに，除数が小数の場合の除法は未習であるためまだ計算できないということを

自覚し，除数が小数の場合の除法について考えていくという単元の学習の見通しをもつことにつ

ながる。

「まとめる・生かす」過程では，280mLで42円，420mLで63円，1.2Ｌで132円のオレンジジュー

スや1.3倍に増量された97.5ｇのお菓子，22.5ｇ増量された120ｇのお菓子などの中からお得な物

を選ぶ活動を行う。この活動を行うことは，小数の除法の計算の仕方を活用して問題を進んで解

決しようとする態度を育むことにつながる。

(4) 今後の学習

ここでの学習は，５年「割合」で，異種の二つの量の割合として捉えられる数量について，その比

べ方や表し方を考える学習へと発展していく。

２ 児童の実態及び指導方針

子どもたちは，４年「小数と整数のかけ算・わり算」において，乗数や除数が整数である場合の小

数の乗除法の計算の仕方を考える学習に取り組んできた。この学習の中で明らかになった子どもたち

の実態及び本単元を進めるにあたっての指導方針は，次のとおりである。

① 乗数や除数が整数である場合の小数の乗除法の計算の仕方を理解してきている。このような子ど

もたちが，除数が小数の場合の除法の計算の仕方を理解できるように，式や数直線，表などを用い

た計算の仕方，小数倍や基準量の求め方を複数提示し，それらのよさを話し合う活動を設定する。

② 整数同士の乗除法を基に，除数が整数の場合の小数の除法の計算の仕方を考えられるようになっ

てきている。このような子どもたちが，整数や小数の乗法，被除数が小数の場合を含む整数の除法

を基に，除数が小数の場合の小数の除法の計算の仕方を考えられるように，式，数直線，表などの

思考の道具カードを提示し，追求に用いるものを選択する時間を設定する。

③ 除数が整数の場合の小数の除法を進んで活用しようとすることができるようになってきている。

このような子どもたちが，除数が小数の場合の除法の計算の仕方を活用しようとすることができる

ように，２つの麦茶やポテトチップスなどの中から，お得な物を選ぶ活動を設定する。

Ⅲ 目標及び評価規準

Ⅳ 指導計画 ※Ⅲ・Ⅳについては，指導と評価の計画参照

Ⅴ 本時の学習

１ ねらい ２Ｌ１本で148円，600mL４本で168円の麦茶からお得な麦茶を選ぶ買い物の場面におい

て，168÷2.4の計算の仕方を考え話し合うことを通して，除数が小数の場合は除数の10倍

の数や0.1を基にすると整数の除法と同様に計算できることを理解する。

２ 準 備 2.4Ｌ168円と１Ｌ，24Ｌの数値が書かれた数直線カードや表カード 小黒板

３ 展 開



学習活動と子どもの意識 指導上の留意点

１ 本時のめあてをつかむ。 ○除数が小数である除法の計算の仕方を考える

・２つの麦茶の内お得な物を選ぶために，168 という目的を確認できるように，お得な麦茶

÷2.4の計算の仕方を考えればよいのだった を選ぶために追求すべきことを問いかける。

な。 ○追求する際に用いたい思考の道具を選択でき

・計算の仕方だから，式を使えば答えが求めら るように，式や数直線，表などの思考の道具

れるかもしれないな。 の中から解決につながるものを問いかける。

２ 168÷2.4の計算の仕方を考える。 ○自分なりに計算できない子どもには，24Ｌを

基にして考えられるように，2.4Ｌ168円と１

Ｌ，24Ｌの数値が書かれた数直線カードや表

カードを提示し，24Ｌの値段を求めるよう助

言する。

○自分なりに計算できた子どもには，いろいろ

な計算の仕方を見出せるように，別の思考の

道具を用いた計算の仕方を問いかける。

３ 168÷2.4の計算の仕方を話し合う。 ○0.1Ｌや24Ｌを基にしていることに気付ける

・168×10÷24をして70円になったよ。2.4Ｌの ように，式や数直線，表を用いた子どもを意

麦茶の方がお得だね。数直線の考え方と割る 図的に指名し，それらの計算の仕方が書かれ

数と割られる数を10倍した式の考え方は自分 た小黒板を提示する。

の考え方と似ているけれど，表やもう１つの ○自他の計算の仕方を進んで比較できるよう

式の考え方は分からないな。 に，「分かりやすい」という視点を提示し，

・表の考え方は，0.1Ｌの値段を求めてから10 ペアで話し合うよう促す。

倍しているのだな。だから，もう１つの式の ○0.1Ｌや24Ｌを基にすれば整数の除法にでき

考え方も最後に７を10倍しているのだな。こ るという共通点に気付けるように，168÷24

ちらの考え方も確かに分かりやすいな。 の商や168×10の積の意味を問いかける。

・７は0.1Ｌの値段，1680は24Ｌの値段を表し 評価項目

ているのだね。確かに，どの考え方も0.1Ｌ 0.1Ｌや24Ｌを基にした計算の仕方を記

や24Ｌの値段を求めて考えているね。だから 述したり，発言したりしている。

どの考え方も整数のわり算を使って計算でき ＜ノート・発言②＞

たのだな。

・式は60÷1.2になるね。0.1ｍの値段が60÷12 ○除数の10倍の数や0.1を基にした計算の仕方

で５円だから５×10で50円だね。12ｍの値段 を確認できるように，1.2ｍで60円のリボン

を求めてからでも50円になったぞ。 の１ｍの値段を求める問題場面を提示する。

４ 本時のまとめをする。 ○今後の学習にも進んで取り組めるように，

・割る数が小数の場合のわり算は，0.1や割る 0.1や除数の10倍の数を基にした計算の仕方

数の10倍の数を求めて計算すればよいね。 に気付けたことを賞賛する。

0 １ 2.4 24 (L)

0 70 168 1680 (円)

１６８×１０÷２４＝７０

168÷2.4＝ 70

×10↓ ×10↑

168÷ 24＝ ７

168÷2.4＝70

×10↓×10↓

1680÷ 24＝70

Ｌ 0.1 1 2.4
円 7 70 168

168÷24×10＝70



指導と評価の計画（全１１時間）

目標 除数が小数の場合の除法について考えながら，除数が小数の場合の除法の意味と計算の仕方を理解し，進んで生活や学習に活用する。

評価 (① 知 識 ・ 技 能 )除数が小数の場合の除法の意味と計算の仕方を理解している。
規準 (②思考力・判断力・表現力等)既習の乗法や除法を基に，除数が小数の場合の除法の計算の仕方を考えている。

(③学びに向かう力・人間性等)除数が小数の場合の除法の計算の仕方を考えたり，その計算の仕方を活用して問題を解決したりしようとしている。

過程 時間 学習活動 指導上の留意点 評価項目＜評価方法（観点）＞

つ １ ○お得な麦茶を選ぶ買い物の場面において，除数が小数 ○除数が小数の場合の除法の計算の仕方を考えるという ◇除数が小数の場合の除法について考えていくというこ
か の場合の除法の意味を考え，「小数でわるわり算の計 単元の学習の見通しをもてるように，２Ｌ１本で148 とを発言している。 ＜発言③＞
む 算の仕方を考えよう」という学習のめあてをつかむ。 円，600mL４本で168円の麦茶の絵を提示する。

解 １ ○２Ｌ１本で148円，600mL４本で168円の麦茶からお得 ○除数が小数の除法の計算の仕方に気付けるように，式， ◇0.1Ｌや24Ｌを基にした計算の仕方を記述したり，発
決 な物を選ぶ買い物の場面において，168÷2.4の計算の 数直線，表などの思考の道具カードを提示し，追求に 言したりしている。 ＜ノート・発言②＞
し 仕方を考える。（本時） 用いるものを選択する時間を設定する。
て
い １ ○168÷2.4の筆算の仕方を知り，8.4÷1.2，4.32÷1.8 ○除数が小数の場合の除法の筆算の仕方を理解できるよ ◇除法の計算の性質を基に，除数の小数点を移動させた
く などの（小数)÷(小数）の筆算練習をする。 うに，筆算における商の小数点の位置とその根拠を話 分だけ被除数の小数点も移動させればよいことを記述

し合う活動を設定する。 したり，説明したりしている。 ＜ノート・発言①＞

１ ○42÷0.6の商の70が被除数の42より大きくなる根拠を ○商の70が被除数の42より大きくなる根拠に気付けるよ ◇数直線では割る数の0.6が１より左側になるから，0.6
考える。 うに，被除数や除数，商を表す数値が入った数直線を にあたる42円よりも基準の70円が右側になることを記

提示する。 述したり，発言したりしている。＜ノート・発言②＞

１ ○１本1.5Ｌのスポーツドリンク５本分を容量1.2Ｌの水 ○余りのある小数の除法の筆算の仕方を理解できるよう ◇被除数の小数点の位置にそろえて余りの小数点を打て
筒に分ける場面において，余りのある小数の除法の筆 に，筆算における余りの小数点の位置とその根拠につ ばよいことを記述したり，説明したりしている。
算の仕方を考える。 いて話し合う活動を設定する。 ＜ノート・発言①＞

１ ○57.5ｇで92円，28.5ｇで47円のポテトチップスからお ○除数が小数の場合の割り進みのある除法の筆算の仕方 ◇除数の小数点を移動して，除数が整数の場合と同じよ
得な物を選ぶ場面において，除数が小数の場合の割り に気付けるように，除数が整数の場合のわり進みのあ うに割り進めばよいことを記述したり，発言したりし
進みのある除法の筆算の仕方を考える。 る除法の筆算の仕方を例示する。 ている。 ＜ノート・発言②＞

１ ○除数が小数の場合の除法の練習問題に取り組む。 ○正確に立式して筆算できるように，小数第２位までの ◇正確に立式して筆算をしている。＜学習プリント①＞
小数で表された長さや重さなどの問題が複数書かれた
学習プリントを用意する。

１ ○52.5ｇから73.5ｇに増量されたポテトチップスの増加 ○小数倍の求め方に気付けるように，基準量や小数倍に ◇52.5を１とみて小数倍の求め方を記述したり，発言し
率を求める場面において，小数倍にあたる大きさと基 あたる大きさを表す数値が入った数直線を提示する。 たりしている。 ＜ノート・発言②＞
準量が小数の場合の小数倍の求め方を考える。

1 ○1.2倍に増量された126ｇのポテトチップスの元の容量 ○倍が小数の場合の基準量の求め方を理解できるよう ◇基準量を求めるには小数倍にあたる大きさを小数倍で
を求める場面において，倍が小数の場合の基準量の求 に，式や数直線などを用いて表した基準量の求め方を 割ればよいことを記述したり，説明したりしている。
め方を考える。 複数提示し，それらのよさを話し合う活動を設定する。 ＜ノート・発言①＞

１ ○小数倍が用いられる場面の練習問題に取り組む。 ○正確に基準量や小数倍を求める式を立てて計算できる ◇正確に基準量や小数倍を求める式を立てて計算してい
ように，基準量や小数倍を求める問題場面が複数書か る。 ＜学習プリント①＞
れた学習プリントを用意する。

・ま １ ○買い物の場面において，ジュースやお菓子などの商品 ○除数が小数の場合の除法を進んで活用できるように， ◇進んで小数の除法を用いて，基準量の値段や増加率を
生と の中からお得なものを選ぶ。 280mLで42円，420mLで63円，1.2Ｌで132円のオレンジ 求め，商品同士の値段や増加率を比べている。
かめ ジュースや1.3倍に増量された97.5ｇのお菓子，22.5 ＜ノート・行動③＞
する ｇ増量された120ｇのお菓子などの絵を提示する。




	５年「小数のわり算」指導案
	５年「小数のわり算」指導と評価の計画

